
④本市の主な死因 

＜平成 12年の死因別死亡状況＞ 

               

                        総死亡者数 2,880人 糖尿病

不慮の事故
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（出典：平成 12年 人口動態統計） 

 

・本市における死因の第一位は「がん」であり，全体の１／３を占めています。

次いで，「心臓病」，「脳卒中」の順となっており，これら三大生活習慣病によ

る死亡(三大死因)割合は 63.2%を占めており，全国値(59.8%)より上回ってい

ます。 

 

⇒「発症してからでは治りにくい，重篤化する」のが生活習慣病の特色でも

あります。若い頃から，生活習慣の改善と健康チェックで，兆候を把握し，

一次予防に努めることが課題です。 
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